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令和３年度 第３回 経営協議会（書面審議）議事要旨  

 

開催日  令和３年７月１２日（月）～７月１９日（月）（書面審議） 

回答者  ２４名 

（学外） 浅香、五十嵐、池山、石山、河合、杉江、土屋、長澤、樋口、松沢、松谷、

真弓、三浦、横山 各委員 

（学内） 寳金、山口、横田、吉見、増田、山本、菅原、村田、梅原、秋田 各委員 

 

議   事 
 

【 議 題 】 

１ 令和４年度概算要求について 

書面審議の結果、可とする者２４名、否とする者０名で了承された。 

なお委員から、以下の意見があった。 

・北大は歴史的に寒冷地の海洋・農業・森林等に関する取組みに強みを持ってきた。

概算要求では関係すると思われる事業が細分化されているが、これらを束ねた強

いメッセージをつくるなどの工夫はできないか。 

 

【 報告事項 】 

１ 国立大学協会「第４期中期目標期間へ向けた国立大学法人の在り方について」の公

表について 

委員から、以下の意見があった。 

・あまり社会で興味を持って取り上げられない内容なので、ウエブなどを通じて、

広く世間に発信してほしい。 

・平成以降の国および大学の国際的評価が大きく低下した要因の一つとして大学の

教育研究の在り方が挙げられることを認識したうえで、政権で変わる国に将来ビ

ジョンを求めるのではなく、学術会議や国大協が世界の中での日本の使命・在り

たい姿を描くべきと考える。従って、国への提言は、「強靭でインクルーシブな

社会」のような漠然とした測れない目標ではなく、例えば「世界の貧困と格差を

なくす」というような目標を自ら掲げ、其れを達成するために現在の制度がなぜ

阻害要因になるかを明示して頂きたい。提言案では、国大協に任せて大丈夫か、

という疑問が残る。 

・第４期中期目標計画期間の評価結果と運営費交付金の在り方についての検討会で

は、大学に対する辛辣な意見が多く見られた。最終報告はマイルドな内容になっ

ているが、法人化の際の附帯決議にある「評価結果は運営費交付金の増減に反映

させない」というルールに疑問を持つ人は多いように思う。 

・国大協は、すべての法人に不利益のないように配慮するので、常に総花的な提言

になってしまう。国立大学法人への支援充実は、大いに賛同するが、どこに向け

た声明発信なのか。 
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・後日、声明発信について意見照会する際に、国立大学協会の提言項目に対する北

大の実態や問題意識、並びに北大の見解を示し、経営協議会で共有するのが良い

と思う。 

・声明文ひな形の「高度にレジリエントでインクルーシブな社会の構築に貢献」と

いう文言は、提言と統一し「強靭でインクルーシブな社会実現に貢献」としたほ

うが良い様に思う。 

 

 

（ 以 上 ） 

 


